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医療施設・病床
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病院数、病床数は減少
　平成26年10月１日現在の病院数は、精神病院39施設、一般病院491施設の合計530施設で、前年より5床減少しています。病床数は10万7,770床で、前年より799床減少しています。過去10年間をみると、２～３年置きに微増する年があるものの、病院が22施設、病床数は2,906床それぞれ減少しており、病院数、病床数ともに減少傾向となっています。
また、一般診療所は8,307施設、歯科診療所は5,505施設で、前年と比べると一般診療所は14施設増加し、歯科診療所は10施設減少しています。
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死因別死亡数
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3.2人に１人が「がん(悪性新生物)」による死亡
　平成26年中の府内の死亡数は８万1,652人で、死亡原因で最も多かったのは、悪性新生物で２万5,595人(死亡数全体の31.3％)となっています。次いで、心疾患(高血圧性除く)１万2,734人(同15.6％)、肺炎8,548人(同10.5％)となっており、上位３疾患で全死亡数の約６割を占めています。
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　10年前には、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患が三大死因といわれていましたが、近年は脳血管疾患による死亡者が減少し、肺炎による死亡者が増加しています。

感染症・食中毒

患者数総数は減少
平成26年の感染症・食中毒の患者総数は4,209人で、年々減少傾向にあり平成17年に比べ、患者総数（40.9％減）、食中毒(74.2%減)、結核（35.8%減）と減少しております。その中で、梅毒は増加傾向にあり、平成17年と比べると約3.8倍に増加しております。

エネルギー

　大阪府域における平成25年度の温室効果ガス排出量は、電気の排出係数※を平成20年度で固定して算出した場合、4,893万トンとなり基準年度（平成２年度）比で17.9％減少しました。（目標※※である基準年度比15％削減を達成。）一方、電気の排出係数を固定しないで算出した実排出量は5,860万トンで、基準年度（平成２年度）比で1.7％減少しました。






(※）電気の排出係数は、使用電力量1kwhあたりの二酸化炭素排出量を表す係数である。本表は、関西電力の電気の排出係数を用いて算定しており、「固定」の場合は平成20年度の排出係数を用いて比較、「変動」の場合は各年度の排出係数を用いて算定した値となっている。
（※※）大阪府地球温暖化対策実行計画（区域施策編）で設定した目標値
病院数と病床数の推移





[表20-1参照]





主な死因別死亡数の推移
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感染症・食中毒・結核患者数の推移





[表20-17　参照］





排出係数「固定(平成20年度)」
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排出係数「変動」を用いた排出量
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資料　大阪府エネルギー政策課








